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t!!揮の盟主平轄説、入車共通時覇いで昂る。

し11し毛主ガら、多割程お世界的勘をき時、躍を1争(J)韓携をはらみ、

接記襲揖主主え怠い.

打tJ器拡雄一の損嘩儲として、笹兵器母恐ろしさと、祖蝿曹の苦

しih者全世界由人々 立話え三揮び量豊・麗蹄の鯵摘を撮り通してi草
(J:!';轄し'.

謹聾'3'搭li<車畏母生金と罰金在守るE也、い111iJ.る彊母い1}.まる
盤兵器立聾しても、その盟離を京め、ここむ移鞄蔀濯を軍曹ずる.

醐
騨
仇
油
田

璽
点
穣
欝
院
{
饗
鞠
}
ふ
る
古
也
事
鶴
鑓
ふ
れ
あ
い
齢
制
翻
の
欝
濯
な
ど
を
撒
謹

車
総
忽
符
綴
守
窃
撒
川
護
措
定
例
A
E
ガ
3
悶
円

6
白
か
ら
お
谷
訟
で
闘
か
れ
、
問
題
宇
一
閥
、
大
井
一
総
務
蹴
慨
は
務

釜
畿
の
織
政
方
針
を
逮
べ
議
し
た
。
こ
の
ゆ
で
市
長
は
、
在
会
の
獲
化
や
録
時
刊
の
流
れ
喰
し
っ
か
り
と
見

書
わ
め
、
都
市
の
錨
性
や
響
力
校
集
か
し
た
活
力
あ
る
地
滅
後
会
づ
く
り
後
盗
め
る
と
一
決
意
を
臨
時
ら
か
隠

し
ま
し
料
品
。
家
だ
、
合
体
立
綾
の
露
点
施
警
に
し
て
燃
の
ふ
る
お
一
点
翻
致
事
業
で
お
る
(
仮
説
)
ふ
る
一
ち
と
手

続
線
ふ
れ
あ
い
滋
踊
聞
の
策
定
な
ど
の
綴
幾
後
鯵
げ
て
い
滋
移
。
今
曇
で
は
、
こ
の
縁
組
眠
方
針
ム
点
数
警
護
問
開

会
及
び
水
遂
事
業
の
施
政
万
絞
め
的
機
帯
町
議
約
し
て
紹
介
し
ま
曾
@
総
務
、
納
品
品
℃
お
慾
ら
せ
し
た
我
孫

子
町
駅
北
口
匂
怠
騨
駁
滋
幽
柵
e
L
つ
い
て
は
、
省
略
さ
せ
て
い
悼
ん
だ
数
欲
し
だ
。
設
た
新
家
事
?
晴
耕
桂
蛤
め
た

す
る
一
波
例
会
で
の
織
品
目
結
果
C
つ
い
て
は
、
次
務
℃
務
総
ら
せ
し
ま
す
a
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を
浴
之
、
人
口
、
6
4
W
H
7
0
0
0
人

か
ら
は
万
人
へ
と
発
寒
急
敢
な
人

口
縫
い
槻
に
よ
る
激
し
い
慾
消
化
的
機

戦
後
織
を
滋
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

社
会
的
変
化
や
時
代
的
流
れ
を
し
っ
か

り
k
見
き
わ
め
、
続
中
巾
的
儀
後
や
蛙
極
力

を
慾
か
し
た
滋
カ
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
喪
議
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

や
震
か
語
、
開
糊
糾
問
令
議
め
る
品
市
民
要

滅
的
多
織
化
な
ど
に
よ
り
、
育
問
齢
者

機
紘
対
策
や
社
会
教
宵
悦
暗
殺
の
然
災

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
ニ
れ
ら
的
行
政
調
時
題
を
一
刻

も
学
〈
解
決
し
、
活
力
あ
る
近
代
綴

来
を
つ
〈
り
あ
げ
る
た
め
衡
の
将
来

都
市
徐
で
あ
る
、
千
加
丹
波
の
ほ
と
リ
、

や
ナ
ら
事
の
ま
ち
」
内
実
朝
刊
を
め
ざ

し
ま
す
α

ま
た
、
市
制
制
部
問
題
年
い
い
あ

た
り
記
念
日
打
率
を
然
泌
し
ま
す
が
、

こ
の
年
を
か
と
つ
的
節
目
と
し
て
積

縦
約
に
我
孫
子
的
特
来
に
白
老
向
け

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
綴
京
市
総
綴
を
銀
総

し
、
今
n
n
T
N
M
織
齢
化
、
濃
度
排
出
報

化
や
悶
際
化
的
進
展
と
経
済
務
総
、

務
長

雄

と
考
え
て
い
ま
す
務

い
ま
伐
材
加
子
治
詰
ま
ち
づ
く
り
に
多

〈
内
線
棚
闘
が
線
中
し
て
い
ま
す
。
特
に

議選

組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
名
人
情
管
内
患
治
的
安

金
A
W

品
蛾
絡
し
ま
す

u

ひ
と
り
暮
ら
し

の

安

全

を

救

急

医

療

然

制山
々
蜘
滋
鎚

ひ
と
り
凝
ら
し
殺
人
等
鍛
急
通
報
装

榔
闘
は
、
ひ
と
り
前
枯
ら
し
の
名
人
や
身
体
判
明
夜
、
体
罫
や
年
末
年
始
的
品
概
念
出
概

略
官
官
設
に
突
発
的
な
事
態
が
滋
殺
し
た
療
体
制
は
、
阪
係
会
的
協
力
に
よ
っ
て

時
、
身
に
つ
け
て
い
為
緊
急
議
報
発
信
「
U
H
四
時
翁
港
係
い
紛
療
を
策
秘
し
て
い
ま

協
間
金
押
サ
ニ
ど
に
よ
っ
て
、
受
信
セ
ン
サ
。
ま
た
、
第
2
次
救
急
と
し
て
は
市

タ
i
で
あ
る
諮
問
同
署
に
発
熔
殺
め
機
線
内
め
診
療
所
に
か
か
っ
た
比
較
的
機
い

が
伝
達
さ
れ
、
そ
れ
を
後
け
て
淡
泊
璃
か
病
気
の
患
者
や
不
必
憾
の
祭
礼
同
勢
に
よ
る

つ
漆
切
な
対
応
金
総
る
ニ
と
に
よ
っ
て
、
出
札
殺
を
中
市
山
内
ら
つ
内
粥
践
で
弘
円
相
時
し
て

い
ま
す
が
、
夜
間
内
急
病
や
不
措
略
的
感

放
に
よ
る
大
け
が
等
に
必
ザ
し
も
十
分

に
対
応
で
き
る
抄
印
刷
制
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
せ
出
郎
総
会
と
も
協
議
を
震
ね

当
制
閥
均
明
絞
め
当
直
を
外
科
系
と
内
科
wm

の
2
名
に
冷
や
し
、
級
品
品
開
閉
め
ベ
ゾ
ド

も
確
保
し
、
事
総
岳
部
震
か
ら
市
内
5

梢
際
的
輪
添
削
酬
に
よ
り
実
務
す
る
が
〕
止

に
な
り
ま
し
た

3

第
3
次
数
ゑ
に
つ
い
て
は
、
日
本
医

科
火
学
桝
州
ゆ
臓
病
統
的
絞
命
数
急
セ
ン
タ

ー
を
確
削
除
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
.
滋

隔
地
で
も
あ
る
ニ
と
か
ら
、
議
市
中
医
大

拍
続
滋
b
b紺
h
f
の
な
総
3
次
絞
急
医
療
機

関
と
し
て
後
開
閉
し
て
い
き
ま
す
。

務
ぬ
d
間
切

本軍機使

新

あま手

?と度
つじ

完て
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瀞
め
ま
つ
り
と
し
て
す
っ
か
り

銭
落
し
た
布
佐
新
絡
ま
つ
り
が
4

月
8
自
に
間
間
際
き
れ
ま
す
。
容
的

日
射
し
合
滋
が
む
が
ら
、
ご
家
終

お
そ
ろ
い
で
楽
し
い

1
日
を
お
織

し
く
だ
さ
い
m

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

対ぷえ

mv
チ
ン
ド
ン
屋
さ
ん
十
南
役
的
〆

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
チ
ン
ド
ン
附
閣

さ
ん
が
綴
り
事
き
ま
す
。

m
〉
ふ
わ
ふ
わ
ラ
ッ
コ
ラ
ッ
コ
め

お
な
か
で
大
き
わ
ざ
“
小
学
没
円
以

下
1
凶
5
分

l
o
o
m
-

。
額
料
包
丁
研

5

1
人
2
丁
ま

で
3
0
0
T
受
付

q

ハ
サ
、
ネ
ペ

mv
草
徒
然
科
前
布
や
紛
日
時
、

午
後
2
時、

3
時
的

3
間μ
蕊
布
。

mv後
部
総
山
崎
運
動
午
滋
日
時
か

ら
午
後
4
時
(
関
叉
決
行
ザ

こ
の
ほ
か
、
絞
殺
品
市
、

r
i
ル

パ
ブ
合
ど
も
ハ
甘
い
ま
す
。

輔

V

問
問
い
合
わ
せ
絞
殺
ま
つ
り
綴

一
行
委
員
会
松
島
岱
〈
凶
仰
に
4
1
0
0

対9邑用

手
掛
蝿
沼
と
市
内
の

自
然
獲
燐
党
略
錆
嚢
一

小
山
内
線
略
行
設
は
、
主
に
手
資
治
的
一

語
化
と
環
境
の
保
全
的
2
本
ぷ
ご
寸
議
…

め

て

い

ま

す

。

一

t』

手
災
情
的
神
化
は
、
殺
孫
子
市
町
緊
急
一
司
句
ノ
ー

か
っ
畿
大
的
課
題
と
し
て
取
り
組
J

凡
で
…
ぷ

い
ま
す
が
、
こ
の
主
主
と
あ
わ
せ
一
が
れ

て
市
内
的
内
純
血
問
機
械
の
保
会
を
ぬ
る
?
}

之
は
、
紗
熊
本
総
μ

認で一
r
引
さ
れ
た
手
賀
市
問

令
市
町
シ
ン
ポ
ん
と
し
て
閣
内
生
寄
せ
る

た
的
内
幕
本
と
な
る
も
的
で
す

d

そ
の

た
め
.
胤
mM守
れ
た
再
抗
議
な
資
源
の
係
金

正
一
端
立
な
利
用
を
同
出
る
た
め
、
チ
災
抑
制

幽
同
還
の
同
地
生
潟
査
と
余
命
山
地
域
的
機
寄
れ

た
良
品
問
問
崎
液
斜
擬
を
災
柚
砲
し
ま
す
刷

今
後
川
件
、
之
内
調
査
を
も
と
に
節
約

の:ltl!.. 下263 



1990. 4.守 (2)

幾

政

チ抑円相削枇附
φ

…
子
持
柏
崎
滅
的
議

一
一
世
草
取
は
、
平
成
治
部
緩
よ
り
総

卒
業
務
自
億
円
を
か
け
、

5
か
年
計
一
側

管
機
業
に
掛
相
手
。
平
成
2
年
度
は
司
約
3

機
6
6
0
0
W
M
m門
で
排
水
磁
場
下
部
工
、

別
地
四
四
収
、
帥
脚
本
線
改
修
友
金
計
河
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
帥
嶋
崎
川
内
総
鐙
沈

下
一
対
策
は
‘
務
在
的
コ
ン
タ
リ

i
ト制制

的
潟
水
総
数
金
一
部
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
方

式
に
し
、
削
m
水
不
肢
を
抑
附
議
す
る
卦
則
前
四

で
す

e

都

市

街

頭

灘

路

3
・5
・T
5
§
織
を
讃
縦

判
明
容
来
的
臓
機
と
な
っ
て
い
る
中
堅
持
制

総77:告を華

市
川
ケ
」
り
布
佐
ま
で
の
約
4
a
o
o
M
M
的
分
イ
タ
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
務
総
守
的
滋
患
に
よ
り
も
伐
お
や
級
殺
泌
総
と
演
し
の
な
か
で
市
街
化
級
絞
阪
地
へ
の

然
術
品
川
附
淑
鈴
3
・
5
'
お
号
婦
は
、
ι

ず
る
方
斜
で
す
。
し
て
ゆ
措
戒
が
進
み
、
ま
す
ま
す
減
少
し
川
脱
線
引
き
の
付
象
地
区
に
さ
れ
る
総
念

成

立

事

品

蓄

と

し

て

、

県

に

お

市

鎗

住

宅

小

馨

艶

挫

で

い

ま

す

ω

之

内

詰

緑

地

言

合

喜

毛

い

き

EoZ
点
差
長

い
て
古
学
議
化
す
る
ふ
ょ
う
事
務
を
滋
め
て
む
つ
、
て
念
、
平
成
語
部
主
か
ら
蕊
在
緑
市
内
の
議
ペ
イ
問
中
舎
符
総
事
が
低
地
く
制
限

を
蹄
織
で
鎗
却
A

d

b

J

1

地
指
定
さ
れ
て
い
る
終
泌
総
地
に
つ
い
さ
れ
て
い
る
ニ
と
か
ら
、
増
改
築
に
際

ニ
皐
ふ
市
計
画
道
路
は
、
市
め
北
総
市
山
首
住
宅
の
老
朽
化
と
住
線
機
内
怒
て
‘

m
回
定
資
産
緩
め
減
免
検
緩
や
ふ
ヒ
し
て
権
利
者
か
会
議
が
滋
ゑ
し
て
い

い
い
絞
殺
す
る
際
遊
牧
係
子
・
税
制
悩
緩
や
機
金
総
る
た
め
、
老
朽
化
的
役
し
い
筏
る
と
と
も
hh仙
紙
本
山
町
な
対
策
を
閉
山
る
た
る
こ
と
。

3
-
4
8は
、
後
築
動
向
が
滋
泌

十
市
町
中
や
ベ
主
治
る
附
則
正
地
3
5
6号
線
と
地
か
ら
燃
次
総
て
簿
、
え
を
行
い
、
こ
れ
め
ぷ
料
開
相
手
官
郎
総
ル
出
掛
推
進
計
額
」
に
お
い
紛
い
、
あ
る
い
は
滋
銘
位
置
指
定
や
数

と
も
に
も
市
町
交
泌
約
制
械
と
し
て
量
一
桜
ま
で
4
・
問
問
地
に
つ
い
て
、

1
終目出一戸、

2

て
保
金
手
泌
を
仏
制
約
し
ま
す
。
な
お
平
総
総
長
は
よ
り
山
部
品
肱
い
約
に
進
ん
で
き

会
議
曲
目
で
、
市
民
生
活
内
約
係
性
や
品
間
後
関
一
戸
、
身
持
者
向
け
ん
枕
綴
6
一
一
戸
、
滋
子
成
2
年
夜
よ
り
係
絡
協
附
約
蜘
制
緩
怒
れ
て
た
た
め
、
袋
小
路
と
な
り
地
飯
山
内
浪
路

上
さ
せ
る
道
路
と
し
て
、
ま
た
、
新
本
絞
殺
修
向
け
住
宅
ロ
戸
、
合
計
1
3
0
一
円
い
る
給
絡
を
対
象
に
市
問
問
の
畿
と
し
て
準
内
総
き
と
あ
い
ま
っ
て
ス
プ
口

i
ル

機
関
ホ
柏
崎
町
臨
調
関
整
爾
也
前
世
業
向
推
進
に
も
め
済
対
依
泡
を
建
設
。
今
後
も
照
次
総
綴
次
綴
綴
義
的
問
る
ほ
か
、
{
信
料
品
仲
)
ふ
ゐ
総
糊
州
知
載
が
発
生
し
て
い
る
こ
L
乙
で
す
切

影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
擦
と
崩
事
て
教
え
そ
滋
め
ま
す
f

き
と
部
資
問
ふ
れ
あ
い
針
盤
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
総
帥
閥
解
決
的
い
と
ぐ
ち
を
見

接
な
連
絡
を
凝
り
一
閃
も
砕
い
潟
殺
を
平
成
2
事
皮
は
、
総
和
初
年
代
建
設
も
手
賀
制
的
総
滋
的
抑
制
泌
総
抽
出
係
全
め
た
い
お
す
た
め
、
ア
シ
ケ

i
ト
一
調
査
や

問
織
し
ま
す
目
的
小
暮
毘
総
本
進
住
宅
創
刊
を
取
り
ニ
め
呉
体
化
を
煽
り
ま
て
ま
た
、
機
内
務
ニ
ュ
ー
ス
の
晶
表
叫
柏
崎
一
部
制
純
明
会
合
笑
が
笠
い
ま
し
た
内
で
、
削
除
知
棋
に
取
締

j
J二
公

わ

L
3か
年
継
続
事
業
と
し
て
母
子
、
食
に
つ
い
て
は
、
そ
内
活
用
を
紛
る
た
絡
し
ま
し
セ
ア
ン
ケ

i
ト
に
よ
れ
ば
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
総
総
等
を
紛
ま
え

剥
綾
川
自
認
襲
鍾
)
月
森
鴎
伸
一
袋
、
義
人
向
け
住
宅
も
含
め
3
開
閉
め
悶
制
緩
鎖
的
贈
賄
獲
し
を
図
ワ
‘
骨
盤
食
の
阪
域
内
的
出
・

2
ド
引
の
権
利
者
が
、
滋
て
、
級
制
阿
に
滋
み
ま
す
と
5
月
ま
で
心

後

強

鑑

轟
留
君
シ
ヘ
碍
地
G
出問、

1
時械ル枕ゆ制品一戸、

2
H間
住
宅
刊
日
嗣
嶋
崎
酬
を
行
い
ま
す
。
帥
町
下
水
淡
争
中
心
と
し
た
基
盤
議
機
は
総
合
机
料
品
ぷ
籾
掛
川
吋
が
簿
ら
れ
る
見
過
し

利
根
川
還
を
草
し
た
サ
イ
ク
リ
戸
、
話
戸
毒
殺
し
ま
す

n

j

瀦

野

山

総

議

議

長

ん

苛

い

ま

す

総

選

2
年

幾

重

で

て

芸

雲

寺

夜

、

室

内

単

わ
U
U十
日

均

一

抑

制

れ

斜

蘭

畿

総

の

調

練

ま

ち

づ

く

ヘ

仇

た

日

明

暗

れ

わ

ヰ

い

れ

し

q
w
u
J引
は
ほ
誌
ulる

よ
フ
護

を

義

務

で

は

、

霊

童

と

し

て

乎

後

g

J葬
側
、
葬
場
げ
悼
の
経
蓄
積
約
口
訂
は
‘
義
的
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
e

。

重

委

聖

母

霊

議

事

業

内

誌許諾れわ
γ料
品
取
材
料
訪
問
時
諮
問
者
繁
一
日
塁
壁
一
汗
訪
れ
民

t

g

争

、

ソ

帝

京

総

土

拙

崎

市

協

滋

猿

務

総

機

ま
す
。
今
後
は
、
平
成
4
年
後
ま
で
に
ゆ
巾
竺
そ
の
鱗
成
比
は
平
織
林
約
努
人
材
料
効
な
土
地
務
液
が
な
さ
れ
な
も
ま
ま
滋
湖
町
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
グ
織
機
機
会

胤
肉
体
符
絞
ま
で
繍
次
鐙
策
す
る
計
踏
で
、
制
問
叫
料
約
お
い
れ
で
す
。
し
か
し
、
近
ギ
税
制
側
お
ま
宮
、
ま
な
初
回
出
に
直
箇
し
て
い
ま
す
礎
@
新
本
脚
航
中
期
総
土
地
ぽ
一
瞬
綴
綴
務
総
は
、
体
的
対
話
嫁
会
や
地
権
者
の
殺
向
を
し
5

後
続
的
問
に
は
税
制
相
同
町
と
手
e
h
R
沼
を
結
よ
縁
柏
崎

UM・
中
川
総
的
潟
俊
初
刊
簿
左
出
世
設
工
法
そ
め

lwWM伸、
3
山
出
口
悼
の
線
引
き
同
月
総
合
総
立
総
可
申
務
に
必
要
な
諸
前
官
体
分
…
胤
映
さ
せ
た
事
総
計
福
に
す
る
た
め

策

静
心
豊
か
払
拍

車
づ
く
り
へ

建
設
公
判
需
に
勝
目
絞
殺
務
を
み
慣
が
叫
し
ま
す
哩

@
閉
山
車
百
帥
賄
事
業
は
、
↓
m
M
A
が
災
蹴
刊
に

制
刊
郊
で
魚
、
る
よ
1
7
社
会
教
申
持
基
本
能
耐

じ
放
っ
て
食
料
絞
め
充
突
と
中
世
餓
-

分
総
機
内
線
機
を
問
問
る
た
め
、
図
書
館

資
料
的
コ
ン
ピ
ュ

i
タ
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
検
索
機
徳
的
実
用
%
を
滋
め
ま
す
c

倫
中
山
市
民
…
泌
さ
ん
事
業
は
、
今
年
夜
会

代
中
級
機
な
ど
を
叩
刊
μ
が
予
定
で
す
。
ま

た
、
同
榊
m
問
機
然
ゆ
か
り
ザ
ミ
ヅ
ト
は
、

「
線
開
学
L

向
精
神
を
学
が
各
政
治
体

朝
刊
立
の
産
業
と
文
化
的
援
輿
の
た
め
9

つ
め
縫
治
体
が
持
ち
湿
り
で
縄
問
陥
喝
務

4
m問問刊は
S
Hけ
に
品
料
吋
時
子
市
と
削
刊
岡
山
前
判

的
共
俄
で
祭
U

摘
し
寧
す
。

文
悠
活
動
の
発

京
終
的
終
帆
附
命
入
ル
仰
に
m
閉
す
る
附
問
心
欲

求
は
お
ま
っ
て
お
り
、
州
制
作
治
品
問
・
発
表

治
動
に
税
額
約
に
挙
総
す
る
は
ま
で
す
会

そ
こ
で
、
各
盛
岡
山
体
、
グ
ル
ー
プ
的
泌
総

な
綴
織
が
で
き
る
よ
う
↓
市
民
の
楽
街
火

作
品
的
動
的
発
機
後
現
に
力
を
そ
そ
い
で

い
き
ま
寸
捻

公

共

下

水

遂

事

録

常、も
に
航
船
治
以
に
つ
い

織
を
縦
訓
鳴
し
ま
す
。

召
和
日
制
作
に

F
本
滋
ボ
世
唱
を
山
間
枯
し

制
制
醐
恨
川
湾
出
開
放

以
来
平
成
一
花
伊
都
中
成
車
内
公
共
ド
b
A

盟

主

状

況

は

‘

単

独

走

工

札

ゴ

ル

フ

揚

援

総

態

出
削
減
公
久
下
本
選
と
合
わ
せ
て
路
線
一
郎
削
刊
線
開
河
川
叫
数
ゴ
ル
フ
鳩
め
削
脱
線
州
民

紡
6
1
1
h
h、
人
口
5
万
6
7
9
0
入
、
取
に
つ
い
て
は
、
計
側
当
初
上
り
Hh大

普
及
率
打

b
2
m行
と
な
る
Mm込
み
で
す

n

的
議
開
削
℃
、
山
知
的
役
人
域
防
開
削
川
に
期
間
す
る

こ
紅

Jfa然
流
域
別
?
ぬ
る
と
手
錠
川
市
街
地
寸
要
縦
約
淡
町
守
、
州
知
総
数
小
緩
め
山
間

淡
境
内
で
の
普
及
率
は
行
政
人
口
氏
日
月
数
‘
散
布
時
期
等
懐
柔
に
総
計
し
て
き

し
て
約
刈
灯
、
将
知
世
流
域
は
約
四
行
問
踏
ま
し
か
い

n

ま
た
、
ゴ
ル
フ
照
明
引
削
嗣
跡
地
内
下

皮
肉
級
及
第
に
な
勺
て
い
ま
す
の
淡
に
然
水
滋
的
取
水
口
が
あ
る
と
い
う

平
成
Z
部
俊
は
‘
樹
八
五
白
紙
北
側
州
地
特
韓
日
串
時
間
が
あ
り
、
さ
ら
に
市
民
的
不

の
斑
即
時
慾
議
会
を
問
問
削
慨
し
て
拳
ま
し
た
。
区
内
汚
水
を
い
肱
岩
本
す
る
た
め
滋
山
川
汚
本
安
解
消
を
聞
出
る
ニ
と
が
川
問
先
寸
る
も
の

寺
法
治
‘
関
係
機
関
と
め
綴
轄
を
附
附
り
中
継
ポ
ン
プ
境
内
建
設
を
議
め
る
ほ
か
‘
と
判
断
L
、
出
除
措
需
を
使
間
し
な
い
力
向

多
数
を
滋
め
て
い
き
ま
す
勾
持
制
時
子
終
日
H
Fザ
幹
線
円
前
宜
嬢
を
悶
悶
り
・
で
3

ル
フ
場
建
設
を
し
て
い
き
ま
す
a

轟轟轟聾轟轟謹覇盟瞳藍盤盟覇

乎成2年鹿から
鱒4~ミ拡蟻事業に麓手

立
ち
逐
れ
た
挨
叫
山
に
あ
り
ま
す

E

こ
の
た

め
、
ぷ
市
民
が
い
つ
で
も
‘
織
で
も
、
例

絡
で
も

L

学
よ
こ
と
の
で
き
る
生
機
惨

絞
め
線
総
線
機
針
盗
め
策
定
が
強
〈
緩

ま
れ
、
こ
の
ほ

rそ
の
一
織
を
担
う
技

会
教
脊
器
本
計
日
闘
が
で
部
ま
し
た
ョ

ル
杭
岬
阻
学
明
嗣
体
系
へ
の
移
行
に
向
け
て
‘
内
務
を
正
し
く
拠
指
導
す
る
E
E
も

に

除

、

ヲ

相

対

め

ま

す

。

開

制

約

や

g
約
達
成
の
手
だ
て
な
ど
多
品
問
@
公
開
問
銭
一
事
業
は
、
市
民
的
内
関
全
性

地
域
内
数
労
災
時
胞
や
住
民
円
多
様
な
学
ら
学
ぶ
櫛
品
川
帆
去
勧
服
申
棋
を
菜
、
フ
た
的
線
求

aw
務
総
化
技
会
的
要
議
に
応
ヒ
る
た
約
い
い
務
総
を
重
ね
て
お
り
、
開
聞
き
れ
た
を
移
誠
一
し
な
が
、
り
市
民
門
学
期
闘
ユ

i
x

明尚一一

l
ズ
を
め
後
じ
と
ら
え
、
市
民
怒
心
、
問
綴
総
決
然
カ
キ
台
て
る
学
習
指
め
昨
年
絞
綴
し
た
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
専
門
約
分
野
内
線
開
胞
の
調
室
に
取

η組
に
ニ
た
え
る
点
的
一
毅
講
座
の
鬼
畜
し

章
で
い
う
ぷ
殺
か
な
抑
制
附
削
教
夜
文
化
導
が
操
一
め
ら
れ
る
よ
・
ひ
か
燃
に
対
i
十
入
検
討
委
副
民
会
」
め
桜
山
中
に
恭
づ
い
た
み
、
懸
幡
市
内
中
学
絞
給
食
的
中
月
尚
を
一
市
を
し
ま
し
た
。
涼
h
f
句
、
札
紅
会
教
事
基
本
計

約
布
づ
〈
り
ι
に
時
間
創
出
的
い
い
こ
た
式
て
分
な
指
導
と
援
助
を
滋
め
ま
す
。
導
入
計
滋
投
び
に
敢
闘
閥
的
総
本
中
庁
科
を
せ
る
よ
う
努
め
草
す
会
勝
校
総
紋
内
務
一
践
に
そ
っ
て
、
湖
北
小
中
役
務
柏
崎
に
湖

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
令
そ
@
係
M
関
手
立
教
育
研
究
学
校
い
い
滋
齢
制
判
例
体
ル
附
す
る
E
年
同
口
と
し
て
、
事
淡
2

脚
閣
は
、
給
路
子
第
m
m
小
学
校
内
火
線
機
花
柚
地
区
公
民
銀
を
建
設
す
る
た
め
の
稼

し
て
地
判
縦
十
る
線
開
聞
を
寸
生
涯
学
習
の
出
小
学
的
帆
令
指
定
L
、
学
期
間
、
選
回
開
設
び
年
燦
か
ら
中
学
校
を
対
象
に
コ
ン
政
滅
ぷ
税
制
棋
戸
ム
叩
佐
南
小
学
絞
め
総
本
紛
糾
削
E
V索
時
砲
誌
は
討
を
行
い
ま
す
。

基
礎
・
総
本
を
織
を
学
校
教
癌
村
山
市
動
丹
生
活
へ
の
滅
臨
機
織
の
滋
究
を
依
絞
L

ピ

a
l夕
日
刺
殺
を
議
入
す
る
と
と
も
に
、
廃
盤
機
を
お
い
草
す
n

ま
た
、
終
孫
子
中
@
ぬ
と
い
う
身
近
な
動
物
へ
の
開
関
心

光
笑
を
図
る
」
「
宇
d
憾
に
わ
た
っ
て
放
て
き
ま
し
た
a

今
後
も
開
明
党
命
総
統
L
、
教
級
の
指
導
校
絡
め
向
上
を
綴
り
ま
す
。
学
校
室
内
逐
勤
務
川
町
平
淡
2
年
か
ら
を
高
め
て
人
織
と
的
関
わ
り
を
知
り
、

き
が
い
の
あ
る
生
活
が
営
ま
れ
る
技
会
総
傑
轡
解
教
育
へ
と
発
機
杏
せ
て
い
魯
@
長
田
端
欠
席
児
童
法
一
地
問
対
策
に
つ
い
立
か
年
で
増
改
築
来
本
走
行
い
、
後
九
k

自
然
保
護
持
轄
の
保
全
、
や
縦
銭
的
め
ん
時

数
資
総
動
的
中
允
炎
¥
「
地
域
に
裁
者
お
れ
ん
い
と
慾
い
ま
す
。
ま
た
、
関
線
開
設
群
、
で
は
‘
統
校
拒
涜
症
状
ム
ザ
乙
つ
出
品
向
感
食
品
閥
均
潟
い
田
崎
境
の
も
と
生
時
慌
の
体
内
同
検
と
市
持
金
を
事
フ
目
的
で
猿
訟
を
滅
的
て

ろ
し
た
季
語
滅
的
な
文
化
活
動
的
図
際
交
滅
的
一
滋
と
し
て
英
語
指
導
磁
僚
を
禁
止
し
た
教
育
キ
ャ
ン
プ
妥
級
、
禁
普
γ義
が
一
層
向
上
す
る
い
主
役
謡
館
は
、
事
務
融
持
議

充
実
を
内
側
る
」
め
3
点
K
L、
教
育
行
政
手
と
し
て
外
紛
邸
内
部
合
総
〈
築
業
を
進
み
に
取
り
総
み
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
よ
う
絡
め
ま
す
。
年
時
叫
ヰ
時
機
織
の
…
潔
と
し
て
5
月
に
閉

め
岳
民
占
小
路
策
と
し
ま
す
e

め

ま

す

。

深

層

に

ふ

れ

る

協

同

ム

減

配

線

胤

然

日

間

総

数

一

九

々

穏

で

き

る

よ

?

に

な

り

ま

し

た

。

設

@

半

成

2
重

か

ら

襲

警

研

究

を

過

し

、

喜

へ

の

滅

号

喜

て

ま

批

会

毅

湾

湾

動

の

お

猿

@

市

民

襲

撃

霊

は

、

普

倒

陣

学

絞

殺

海

港

艶

の

宮

崎

廃

校

と

し

て

妻

子

第

三

・

小

学

校

之

理

党

ま

た

教

費

を

対

象

と

し

た

警

驚

と

酌

臨

時

数

自

民

的

変

則

勤

務

で

一

打

つ

こ
的
研
究
の
続
殺
を
も
と
に
各
学
校
が
拍
相
談
内
校
総
向
上
を
鐙
…
殺
す
品
リ
ー
グ
ル
惨
殺
令
数
潮
間
議
動
は
、
中
央
会
出
向
除
、
て
き
ま
し
た
が
、
時
間
外
勤
務
な
ど
機

@
学
校
教
訓
胃
に
お
い
て
ぬ
総
学
務
的
地
捕
伎
を
生
か
し
必
織
品
開
誇
一
繊
維
‘
在
活
動
的
育
成
に
も
務
め
ま
す
。
十
市
日
出
会
航
路
を
機
縁
日
間
織
の
緩
と
し
て
実
異
的
綴
綴
務
総
左
前
悶
悶
サ
ー
ビ
ス
向
?
と

品
川
磁
を
植
民
、
ヲ
た
め
じ
務
総
的
、
総
本
的
問
治
世
間
齢
者
訪
問
な
ど
め
綴
が
は
が
る
よ
@
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
陥
そ
的
施
し
て
い
ま
す
が
、
総
録
的
調
鎖
的
悩
で
の
た
め
市
災
ブ
ー
ん
と
あ
わ
せ
て
務
市

単
成
日
年
度
を
ね
価
制
れ
い
絵
本
人
門
M

U
V
H
8
5
0
0入
、
-
毘
数
大
給
水

怒
ら
万
6
0
0
0蕊
+hvu
と
し
て
、

一
平
成
2
年
般
か
ら
総
4
次
拡
張
事
業

に
取
り
絞
む
ヨ
」
と
に
令
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の

g的
は
も
給
水
附
開
始
以

滋
幻
年
を
経
過
し
た
水
滋
事
業
時
今

後
的
線
機
令
泌
潟
、
滋
訳
し
、
安
定
供

給
へ
の
融
敵
機
、
総
泌
を
問
問
る
も
の
で

す
s回

抗
体
的
に
は
‘
平
成
行
部
ま
で
の

M

刊
か
年
で
工
務
計
偏
向
を
進
的
、
本
紫

紺
H
は
、
潟
市
肱
加
問
棚
祉
協
時
設
建
設
費
約
時

;;iiii!;!iii11iiiiiz;!;!iijjji 
主Z主 審全長 手幸三室季尋主契お繁一震だ i去i議全喜芝雪護
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z tJ 
V
碍
醐
聞
や
総
9
時
部
分
か
ら
日
時
間
判

分
ま
で
(
第
3
削
閣
の
み
午
後
1
時
か
ら

3
持
法
で
〉

V
輪
開
番
母
子
総
康
手
間
腕
お
よ
び
部
主
総

田
市
兵
は
繕
閉
山
悼
門
事
e

制帰
2
密
臼
は
パ
ス

お
句定2

滞芸大黒

轄ま

義隆E

~ ~夢ま
翠み

(3) 1990. 4. 1 

き

各議i建診がスタート
年iこ一度は犠診を

主妻子震がん検隊 {傑鍵センタ…で

家言語で受け付けています。今す寸

お号室言語ください 6 草壁厳然科。

主主成人毒理事章診 対象i主総長量以上的

方、綴EE測定、主主検張、鼠液検迭

さ李の縫主義診裂をを事長義主センターや各

委総医療機喜善でできます。

rQJ乳ガン検診対象I土30歳以上の

与。各望号言毛差益療機障壁!こ後緩お義者い

合bせくた'さい。資F詰無料。
静詳説部l主fi張緩センターのこ'案内j

をご覧〈だきいa

う
ね
な
り
ま
す
旭
川
時
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
時
鎖
的
赤
ち
ゃ
ん
を
中
心
位
み
ち

ゃ
ん
体
縫
を
持
っ
て
い
ま
す
、
手
足
を
い
ら
い
ら
す
る
、
殴
れ
な
い
、
ゃ
る

よ
く
動
か
す
こ
と
な
ど
、
お
銃
器
ん
の
気
が
お
き
な
い
n

身
体
的
に
鵠
刷
物
到
し
て

働
き
か
け
に
よ
っ
て
務
ち
ゃ
ん
の
成
後
も
異
常
は
な
い
が
、
ど
ニ
と
な
く
す
ヮ

を
す
ば
ら
し
い
も
の
に
す
る
ニ
と
が
で
事
り
し
な
い
。

き
ま
す
。
ぜ

υお
い
ぞ
〈
ど
さ
い
。
銀
総
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
ん
街
、
L
M
m
w

v綴
綴
内
容
身
体
許
制
、
中
部
ち
ゃ
ん
協
み
を
持
づ
た
方
的
た
め
に
、
精
神
品
開

体
禄
，
蟻
養
格
競
、
簡
終
結
銭
、
鈴
健
生
絹
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
心
的
持
ち

綴
の
棺
鱗
hw
ど

方

や

考

え

方

H
V

と
つ
で
ず
い
よ
ん
変
わ

捕
札
泌
総
診
は
母
子
鈴
察
手
雌
械
の
離
料
る
も
の
で
す
。
か
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

券
(
3
1
6
か
月
間
剤
、
9
3
H
か
月
間
問
一
気
軽
に
ど
利
用
〈
だ
苦
い
。

を
約
附
問
L
医
療
機
開
闘
で
受
け
ま
し
さ

1

v
申
し
込
み
斌
議
下
品
吋
目
白
時
を
お

A

喝

世

間

湾

機

綴

臼

滋

知

ら

せ

し

ま

す

。

四

v
越
山
間
神
畿
内
科
窓
僚
出
途
削
即
止
ん
投

函
闘
骨
骨
骨

閥
判
こ
り
や
陥
問
機
で
悩
ん
で
い
る
人
は

い
ま
サ
ん
か
。
滋
闘
は
縄
問
別
総
鱗
も
お

狂
犬

按き

jRg 
饗みQ

欝嘗善

之さ

お
先
さ
ん
が

大

き

保
融
購
セ
ン
タ
ー
で

制
湖
北
ム
ロ
ー
の
同
M
の
問
問

(
揃
崎
北
側
総
務
ロ
後
歩

2
分
}

自

U
j
Z
3
1
1
3
1

1
4
1
1
1
1
1
2
2
1
i
，J
V

T

レ

1党
一
号
事
4
苦
ヨ
念
、

?
F
M

F
b濁
地
惟
浄
晦
~
ト
ぃ
u
i川

h
h引
は
じ
ー

ニ
れ
か
ら
父
税
・
録
制
棋
に
な
る
方
へ

γ
チ
針
を
持
参
し
て
〈
だ
さ
い
。

子
供
を
生
み
狩
て
る
こ
と
が
、
ど
ん

d
w
m
間
続
挙
制
蹴
臼
渥

…
な
に
す
ば
ら
し
い
こ

k
か

、

ご

夫

総

で

!

?

一
考
え
て
み
ま
続
ん
か
e

ぜ
か
、
ご
夫
緑

一
で
参
加
し
て
く
だ
詩
勺

…

V
B時
負

担

詰

(

名

主

9
時
知

一
分
か
ら
れ
時
部
分
ま
で
(
受
け
付
け
は

…
血
当
日
会
場
で
午
前
A
V
時
限
分
か
ら
)

一
H
V

内
容
専
問
ザ
ミ
リ
暁
写
1

棉
仰
と
争
の

動
向
一
き
ず
な
い
家
事
ち
ゃ
ん
の
お
国
家
内
入

れ
か
(
実
一
翠
)
*
麗
に
な
る
k
い
う
こ

と
は
〈
料
開
」
象
そ
の
総
務
談

市
で
は
、
生
姑
慣
例
縫
以
上
の
犬
を
対

象
に
畜
犬
交
錯
と
在
犬
様
子
防
法
討
を

下
血
病
的
日
明
憶
で
行
い
ま
す
。
長
ず
授
け

て
〈
だ
普
い
の
〈
登
録
零
れ
て
い
る
方
に

は
ハ

f
キ
で
通
知
し
ま
す
)

な
お
総
合
で
受
け
ら
れ
な
い
時
は
、

動
物
議
院
等
で
予
防
注
射
を
受
け
、
注

射
務
総
と
ハ
ガ
キ
争
終
審
の
う
タ
保
健

セ
ン
タ
ー

r撃
陣
と
校
総
祭
器
mu
交

付

程

手

総

き

を

し

て

く

ど

寺

勺

内

m

v曲第

1
日明
2
0
0
0
m門
(
驚
師
陣
ω

故
対

V
校

総

料

金

)

同

日

発
漆
革
命
犬
同
等
れ
る
慾
れ
が
あ
り
判

事
す
の
で
、
必
ず
醐
押
え
つ
け
ら
れ
る
人
擦

が
連
れ
て
き
て
く
だ
き
い
努
体
総
の
球

惑
い
犬
や
潟
紛
の
犬
桔
齢
航
機
舗
に
担
制
緩
吟

し

て

く

だ

さ

い

@

、

受
け
L
ま
す
の
せ
お
気
軽
に
お
い
で
〈

だ
さ
い
砂

V
時
間
午
後
1
時
却
分
か
ら
3
時

(
受
付
・
午
後
1
時
か
ら
1
時
油
分
〉

wv
申
し
込
み
機
能
セ
ン
タ
ー
へ
窓
絡

ま
た
は
直
接
お
い
で
〈
だ
き
い
。

d

可
燃
と
り
・
厳
議
叡
揖
向
闘
機

波
、
母
糊
鴨
‘
父
胡
端
的
役
綴
り
を
み
つ

め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

該
当
兎
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
も

ご
紛
紛
〈
だ
き
い
。

マ
持
品
世
母
子
健
康
李
総
、
歯
ブ
ラ
シ

〈
大
人
・
子
供
勝
各
1
本
)
網
開
仇
断
熱
(
古
溝

箇
も
総
れ
ず
に
ど
畑
仙
人
〈
だ
き
い
〉

4
4
4属

6
高
護
霊
議
日
義

現

見

健
康
メ
モ
犠

緩
か
な
人
生
を
滋
ろ
、
フ
と
す
る
時

的
最
大
的
総
惑
培
、
何
ん
と
い
っ
て

も
「
抑
制
」
で
す
。

特
記
成
入
品
滑
に
お
い
て
は
、
期
名

「
哨
闘
機
申
怖
い
と
い
わ
れ
る
〈
ら
い
、

録
努
然
知
的
内
様
々
な
綴
柵
聞
に
よ
っ
て

彩
饗
を
受
け
る
絞
た
る
痛
で
す
。

人
鋭
部
年
内
昨
今
、
川
町
議
を
也
捕
滋

し
た
方
は
、
そ
ろ
そ
ろ
納
分
丹
生
時
閉

潔
鋭
、
生
活
柑
陣
式
を
今
一
一
世
綴
り
返

え
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

魯
っ
と
、
緩
い
哨
闘
柵
倒
的
一
つ
や
二
つ

闘
思
い
あ
た
る
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う

a

寸
時
間
い
に
対
す
る
不
後
は
叫
献
し
も
が

狩
っ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
‘

νι
う

し
た
ら
災
い
か
と
い
う
終
体
的
な
対

策
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
だ
は
少
な

ト
捕
鯨
鍵
臨
問

削

か

ら
震

(
U
V
1
2
5
5

副
調
閣
官

E

V
対
象
畑
町
籾
同
時
年
1
R丹
念
ま
れ
(
通

知
が
い
き
ま
す
)

制V
限
時

4
m月
四
日
(
本
〉
受
付
午
誰
1

時
間
分
か
ら
2
時
間
分

V
場
続
殺
孫
子
中
市
係
機
セ
ン
タ
ー

V
帥
間
接
母
子
像
祭
T
開
閉
妖
徽
ブ
ラ
ン

〈
、
た
い
が
い
の
方
は
、
受
身
内
状
態

で
す
。
「
機
L

に
品
問
寄
れ
る
こ
と
を
、

な
だ
怒
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
事
選
ん

で
ぶ
梢
」
に
な
ら
な
い
機
‘
線
組
鴨
品
別
な

災
悼
甘
を
持
つ
ニ
と
が
大
切
で
す
岳

仇
官診健病人成

す
な
わ
ち
守
山
田
ら
の
縫
燦
弘
、
自
ら

が
中
る
q

自
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
幾
康

争
手
る

t

と
い
う
セ
ル
フ
・
ケ
ア
内
務

神
に
考
え
を
明
り
変
え
る
と
と
が
必
出
席

も今年
日終対 t叫盤

時議書量 i忍蚤
機 i刷、

iszl帯
児科!

妄主管l相
豊島渡心 l
付記 I~"，
午 の i豪語告
後あ 1..... 、
1 る ι… J

左
串
劇
的
予
仲
間
後
種
は
滋
野
臨
時
閉
問
で
佼

け
て
〈
だ
吾
い
。

な
お
、

M
M
R
{新………附間滋ム同
H

即時

務
総
し
ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
)
、
お

た
ふ
〈
か
ぜ
向
子
鈴
後
師
団
を
精
鋭
怒
れ

る
方
は
、
削
削
船
仲
間
間
の
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
裁
誕
医
療
機
関
へ
ご
籾
滅
的
様
、

で
す
ぬ
そ
れ
に
拭
惑
い
晴
樹
摘
酬
を
改
め
、

生
活
線
壌
を
良
く
す
る
と
と
も
U
、

判
明
主
自
分
的
措
陛
康
荻
祭
主

'
Z

ク
ず
る
こ
と
で
す
。

今
年
一
も
4
月
か
ら
、
阪
師
抑
会
、
銀

総
セ
ン
タ
ー
が
中
心
に
な
り
‘
日
明
笛

以
上
的
畿
を
迎
一
え
ら
れ
た
方
々
を
対

象
に
、
成
人
抑
制
健
診
、
帥
附
附
嫡
抑
梢
説
、

緩
際
教
育
等
を
師
陣
帥
慨
セ
ン
タ
ー
L
f
前

向
指
定
回
臨
機
機
関
で
架
線
し
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
い
、
一
人
で
も
多
〈

の
士
市
同
時
的
皆
さ
ん
が
綴
訟
を
も
」
湖
特
燃

に
な
り
、
自
ら
的
措
拠
出
珊
は
絞
ら
が
守

る
と
い
っ
た
窓
滋
務
総
め
て
い
た
だ

き
ょ
病
は
予
防
す
る
も
の
だ
U

と
い

っ
た
筑
持
に
、
鱗
綴
的
に
取
り
総
ん

で
い
た
だ
撃
た
い
と
綴
っ
て
い
ま
す
旬

V
問
い
合
わ
せ
臨
時
孫
子
市
阪
総
会

惜
〈
凶
叩

)
E
3
5
2
5

時
か
ら
2
時

V
犠
郁
朗
柏
祭
臨
時
所

V
内
容
綴
形
外
科
阪
は
よ
る
静
察
、

務
機
‘
保
健
綴
に
よ
る
紹
綴
蜘
制
導

マ
持
帯
母
子
抽
出
総
手
州
戦

麗
錦
繍
韓
関
で

応
出
血
融
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
a

各
予
件
間
接
織
の
笑
施
藤
綴
機
関
は
、

保
綾
セ
ン
タ
ー
、
中
肝
炎
議
窓
口
投
び
各

究
所
に
澄
い
て
あ
る
寸
銀
総
セ
ン
タ
ー

の
よ
機
内
」
を
と
裁
く
だ
さ
い
“

V
持
参
母
子
鐙
康
李
総
…
.
印
法

V
縄
馬
就
学
的
問
中
か
で
無
料
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鄭重軽
容しこ副酬舗
なまめ望軍基
ニマ何者埠 一戸
の 。 に 笥 宙

定義テ載 9融
再汗 iせ 唖盤

ーiマる瞳韓

民意議
立、 σ》 護事長

酎

m
紙
に
総
一
的
、
氏
名
、
電
話

議
悶
旬
、
撮
影
部
丹
、
場
所
、

H
M

と
索
令
酬
明
総
し
、
我
柑
郁
子

eta

§

8
市
役
目

mm総
広
間
時
間
師
へ
ど

う
て
(
簿
叫
畑
地
時
蚤
)

玄
(
湖
北
会
)
静
物
(
4号
)
寺
山
同
光
州
仰

{
制
州
北
台
)
悶
州
策
山
6
号
)
蹴
拭
持
川
法
一

(
中
議
)
風
景
(
6サ
)
枇
純
白
繁
一
〈
中

鵬胤〉

布

佐

zt笈
棉
鵬
首

wv
特
m
開
「
裁
前
説
牧
冬
」
難
問
問
お
み
子

{
中
時
〉
吋
よ
と
ヲ
い
小
山
内
純
子
〈
湖
付
)

、挙制
H
沼
L

荻
野
紀
子
(
新
中
小
野
)

。
議
恭
一
山
期
間

4
月
l
n
n
か
ら
鉛
時

会

子
棋
た
ち
に
楽
し
い
絵
本
と
め
山
則
合

い
か
Te、
鍛
や
か
な
成
授
を
j
、
と
い

H
蹴

醜

り

ま

す

き

し

て

〈

だ

き

い

ぬ

な

お

宅

千

ee--少
i
掲

マ
無
料
で
*
オ
ル
ガ
ン
(
カ
ワ
イ
〕
舗
棋
は
晴
海
民
生
u
稿
欄
部
消
費
生
活
係
斡

ハ
絡
次
官
(
開
)
1
3
8
9
〉
場
へ
ん
{
部
〕
1
1
1
1
州
、
、
復
認
で
後
片
付
品
目
け

ニ
ア
費
大
人
震
守
ヤ
細
部
撃
て
い
ま
す
。

会
制
府
内
宮
(
関
)
2
7
1
字
〉
一
紘
一
エ
レ

V
コ
ー
ナ
ー
制
刊
糊
用
よ
由
注
骨
勝
敗
り
滋

グ
ト
i
ン
円
ヤ
?
ハ

R
m
〉
〈
佐
竹
官
、
ヲ
ロ
開
臨
鴨
川
仙
、
家
呉
、
台
後
閤
品
、
後
斜

(純一
7
5
6
5
〉

制

料

品

、

一

七

油

製

府

内

子

併

国

胤

ぷ

、

学

習

V
申
し
込
み
各
逮
絡
先
へ
後
接
電
鮮
側
周
回
問
、
防
転
車
(
原
品
川
を
含
む
)
な
ど

務

。
撒
山
由
民
間
同
硲
銀
世
(
副
開

)
t
T
A
t
o

e滋
桜
台
分
抽
出
世
〈
m
w〉
3
0
8
S

鐙

衛

鐙

分

館

世
(

m
開

)
1
3
T
1

@
務
お
磁
鎗
鎗
宮
(mw〉
0
9
0
9

湖

北

台

分

館

H
泌
総
閤
人
凝
h

V
作
品
，
作
者
総
務
(
4
号
)
内
海
晴

瞳難翻翻醸覇部講罷麗盟盟盟

館

認さ奪還喜一一一一一当否認誠一信仰径三一三云三盆祭蕊一
mmm
簿記一憲法一=一一一一一一否認応急

う
間
部
い
を
込
め
て
、
湘
惜
し
い
お
は
な
し

ゃ
絵
本
的
総
み
幽
聞
か
せ
交
付
っ
て
い
ま

す。
4
設
か
ら
9
裁
く
ら
い
ま
で
の
チ
Y

ツ
予
絡
ま
れ
/

4
4見
事
は
な
し
会
際
線

wv
時
間
部
品
m
4時
か
ら
4
時
部
分

鍔

漆
醐
刷
機
感
と
し
て
ス
タ
i
ト

し
ま
レ
会
ふ
る
っ
て
長
一
山

葬

〈

だ

怒

い

@

ι

一

叶

w'対
象
中
間
内
絞
往
で
総
統
一
匹

し
て
受
織
で
き
る
ガ
〈
お
子
一
訟

機
逃
れ
は
ご
緩
嘩
聴
く
だ
き
い
d

一得

マ
募
集
人
数
若
干
γ
袋

一

一

伽

V
申
し
込
み
織
、
生
枚
以
一
審
~
治

外
内
議
胞
は
、
仲
間
後
ハ
ガ
キ
一
一

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
‘
緩
…
肉
…

話
祷
管
、
議
連
名
、
受
講
場
一
一

叫
問
、
隠
日
者
間
明
総
し
、

4
N
汁
J

7
R
(
点
、
必
着
)
ま
℃
に
我
一
飼
一

挙
報
国
対
案
公
安
売
。
ぷ
一

揖
悶
片
品
薄
ー
の
4
町
5
小
太
万
一
一

治
鋭
、
生
花
は
湖
北
台
ー
の
ん
畏
一

口

的

問

襲

撃

議

後

ハ

耳

吋

が
弘
司
で
申
し
込
ん
で
く
だ
専
一

m
一

ぃ
。
な
れ
却
、
応
募
殺
多
数
の

場
合
は
抽
制
裁
し
ろ
結
果
は
後

詰
通
知
し
ま
す
。

文
化
議
盟
簿
康
一
覧
亨

童書778~苦

市
民
金
銭
的
大
会
議
中
識
で
週

2
g

「抑制磯部開
L

を
中
心
に
体
換
を
行
っ

と
い
る
の
が
「
幾
康
体
叫
略
的
合
」
の

皆
さ
ん
白

「
自
益
事
附
い
は
、
あ
ん
ま
、
?
ァ

サ
ー
ジ
的
衡
と
絞
療
協
閉
め
す
べ
て
を

含
み
、
よ
り
効
m
知
的
な
体
織
と
し
て

大
立
与
年
に
生
ま
れ
れ
ん
臼
本
最
初
め

臨
時
緩
体
操
と
い
わ
れ
る
。

ニ
内
体
操
は
、
余
身
内
関
節
奇
心
醐

泡
と
し
て
日
間
市
議
貨
等
的
綴
久
消
韓
間
叫
問

と
し
ま
す
。
復
刊
胡
、
出
闘
激
車
‘
然
毒
物

は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
e

核
燃
口
問
は
稿
料
、

有
料
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

殺
粍
舟
場
合
の
縫
供
織
的
情
的
包
安
は
、

聴
入
後
1
年
以
内
的
も
の
で
{
)
地
織
の
5

例
制
以
内
、
ふ
ん
州
慨
を
5
万
同
門
と
し
ま
す
@

動綱轍

鐘醸韓揮の金

っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
批
判
い
方
に
も
や

っ
て
も
ら
い
た
い
で
寸
ね
」
と
小
林
き

んの
掛
間
燦
体
蝿
悼
の
会
寸
は
緩
症
、
広
く
A

官

制
践
告
募
集
し
て
い
ま
す
の

か
し
、
ま
た
ち
体
的
「
ツ
ポ
い
を
た
た
い
近
は
か
ぜ
も
ひ
か
な
く
な
り
ま
し
た
J

V

活
動
続
時
・
場
所
総
選
火
・
ホ
総

た
り
と
、
全
部
で
お
め
動
作
で
片
付
わ
れ
と
災
み
を
う
か
べ
る
巴

nn
争的問
9
時
匂
泳
に
+
用
回
照
会
総

品
。
「
Aγ
は
泊
滋
代
で
も
、
機
が
痛
明
い
会
で
は
畿
と
棋
の
立
問
問
、
会
員
内
総
V
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
菊
川
岱

と
い
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
ニ
的
体
内
武
者
深
め
る
た
め
滋
足
を
分
づ
て
い
る
a
(
M
M
〉3
6
9
8
、
溺
議
宮
〈
凶
叩
吋
2
5
7

後
を
や
れ
ば
一
兆
筑
に
な
り
ま
す
よ
」
左
行
っ
た
航
路
で
も
、
広
場
金
免
つ
け
て
は
ア

こ
司
会
を
選
手
す
る
小
林
一
正
予
告
す
ん
然
若
干
す
る
と
い

1

は
滋
す

E

「
屋
外
で
や
る
の
も

告
の
幾
縫
は
総
和
町
同
年
。
朝
刊
菰
船
名
気
分
が
絞
っ
て
、
縦
訓

告
知
鼎
?
会
開
到
の
ほ
と
ん
ど
は
女
性
。
年
絡
が
い
い
で
す
よ
」

鈴
滋
は
い
制
歳
代
か
ら
mw
縫
代
と
綴
広
い
。
と
品
開
拘
輔
さ
ん
。

体
銭
円
時
間
附
は
泊
分
ご
と
に
庶
切
ら
租
唱
す
帆
余
閥
闘
の
中
に

れ
、
ま
ず
準
穣
議
動
と
し
て
、
苧
も
み
、
は
閣
内
燃
が
2
人
し
か

級
品
も
み
、
騰
も
み
、
飯
ニ
す
り
令
ど
か
い
な
い
α

入
金
し
て

ら
入
り
J
々
し
て
尚
闘
機
泌
を
油
分
。
比
較
も
ミ
ぞ
き
を
い
い

1

浴

約
ゆ
っ
〈
守
し
た
動
作
で
同
り
わ
れ
る
こ
ず
か
し
い
い
と
や
め

の
体
撒
a
旬
、
終
わ
る
こ
ろ
に
は
み
ん
な
め
て
し
ま
可
ヲ
と
い
九

州
酬
に
う
っ
す
ら
と
汗
が
に
じ
ん
で
い
る
。
「
臣
賞
く
絞
げ
る
こ
と

「
萌
酬
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
つ
ま
先
ま
で
療
が
い
い
ん
で
す
よ
ね
い

れ
が
と
れ
‘
体
が
緩
く
な
っ
た
~
悠
ヒ
で
と
唯
一
的
郷
後
指
導

す
」
と
、
ど
の
会
自
民
か
ら
も
開
聞
か
れ
る
。
異
的
千
鶏
怠
き
ん
拭

品
班
員
の
中
で
は
最
高
齢
め
凶
制
緩
、
佐
い
う
0

1

裁
に
で
も
で

藤
光
同
問
者
ん
は
λ
終
っ
た
後
内
気
分
は
き
る
肉
制
強
療
で
‘
お
部

哲
わ
や
か
σ

市
慨
は
よ
く
絞
れ
る
し
、
鳳
脱
線
り
に
も
え
然
に
な

語
器
謹

警1.'11曹曹(喜審議)4蕗o自種差奇 4生
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市
柑
的
弱
北
、
同
国
遂
6
号
線
に
按
し
て

つ
く
し
録
台
由
同
総
会
は
あ
る

d
夜
間
出
務

総

H.
火
山
子
で
い
も
っ
と
つ
く
し
野

2γ

間
目
的
奴
滅
内
で
、

J
R伐
採
ヂ
絞
ま
で

は
後
捗
で
日
分
ほ
ど
。

こ
こ
は
、
災
似
品
識
者
が
宅
地
と
L
J
k

m
拍
和
的
刊
か
ゃ
か
ら
臼
年
に
悶
糊
肱
旬
、
分
畿
し

た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ま
判
、
は
、
松
支
行
つ

の
で
き
る
本
?
な
場
制
釈
が
自
生
す
ゅ
金
融

地
だ
っ
た
と
い
、

1
住
宅
地
が
形
成
さ

れ
て
2
卒
後
の
お
梓
6
刻
、
自
治
会
は

悦
殺
帯
で
藤
持
金
上
げ
た
。

現
判
官
位
内
命
員
数
は
前
世
帯
〈
問
機
可

ほ
と
ん
ど
の
全
員
が
京
家
訟
に
勤
め

る
付
ラ
リ
i
?
ン
で
あ
る
。

井
上
即
時
A

情
判
断
試
を
践
宅
に
稔
ね
、
出
回
治

会
に
つ
い
て
諮
を
組
問
っ
た
。

「
山
田
治
舎
の
殺
火
的
回
目
標
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
議
採
な
住
宅
環
境
的
機
持

ヰ月 9Iまから20臼までに

自治会主総盤で唱し込みを
み{串ま訪印戸れのリて・

アは鐙 L で草壁詰るで の?キ

f苦言交塁手義主喜一義 jf
z亨ま L露皐ぞ繋ぎ雪喜z皇
ロJ!i.申き免暴位 4 う 、君主い口壬き
と ? し い 重 態 3立月えぎ軽重蓋まヒ単
トミ::jみ へ.~ 9 、滅容すト t立

で
す
c

そ
の
た
め
、
間
開
発
以
前
か
ら
気

療
的
あ
っ
た
一
部
内
総
泌
を
品
開
い
て
、

吋
つ
く
し
野
合
後
終
協
定
」
広
域
と
の
知

事
的
怒
可
ゆ
線
、
前
一
域
内
向
総
務
時
制
は

一一
F
畿
で
の
専
用
役
怒
と
絞
め
懇
築
物

緩
い
し
ま
す
。

焚
等
的
被
胤
山
川
、

来
い
と
お
り
、
各
A

A
前
向
負
怨
と
さ
せ
て

い
た
だ
年
ま
す
ぬ

な
お
、
公
開
出
掠
泌

総
で
は
、
霊
前
会
へ

の
小
波
被
維
持
滋
然
科

黛
し
似
し
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
出
判

胤
〈
だ
き
い
e

V
駆
除
制
開
問
問

5
月

7
日
一
月
)
か
ら
6
同月
8
臼
(
金
)

(5) 199念 仏 1

円
節
緩
や
ち
官
向
き
、
一
げ
臨
機
内
敷
地
面

倒
情
報
を
幾
総
、
虫
夏
附
航
路
や
軒
町
内
清
織

が
、
毎
年
的
火
明
な
活
動
と
な
っ
て
い

草
す
c

特
に
町
内
法
婦
は
年
2
削
問
笑
絡

し
て
お
り
‘
会
員
会
w践
で
、
草
刈
り
、

A
つ
く
し
野
台
自
殺
豪
閣
醐

倍
。
草
魚
h
L
閥
加
え
る
四
国
選

6
血
相
応
絞
殺
る
歩
道
筏
ガ

絞
殺
聞
の
玄
警

角
地
紡
・
祭
ピ
ン
拾
い
、
公
開
閥
均
樹
木
の

せ
ん
て
い
や
滋
・
ク
ギ
拾
い
に
と
汗
ゃ
い

流
し
ま
す
。

行
務
と
し
て
は
、
粧
品
に
レ
ク
リ
エ
i

y
羽
ン
大
会
を
向
山
胤
1

子
供
た
ち
が
燐

そ
ば
や
お
嚇
勲
本
を
食
べ
な
が
ら
、
縦
訓
引

き
や
パ
シ
食
い
続
最
で
染
し
い
一

mnを

燃
ご
し
ま
す
。
ま
た
、
日
U
H
n
町
北
線
捕
時

間
一
文
化
粧
畑
、
つ
〈
し
野
地
市
臨
時
制
欲
総
蝋

ワ
大
A

滑
に
も
夜
前
略
的
に
務
納
し
、
国
崎
辺

由
同
油
開
会
と
の
交
流
金
総
3

て
い
ま
す
。

会
閥
則
的
み
な
さ
ん
出
制
約
金
的

泌
総
に
は
大
変
緩
燃
が
あ
り
、

ほ
か
の
由
同
検
品
統
制
可
フ
ら
や
む
ほ

ど
で
ψ
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
き

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
キ
の
環

境
を
守
り
、
A

敢
闘
践
の
交
流
を
図

っ
て
い
魯
な
い
で
す
位
」

wv
金

銭

井

上

保

ハ
J

〈
し
軒
一

2

の幻町立僻{制
}
8
2
7
8

め
-Y、
.
r
d七
島
λ
裏
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在
帥
明
生
、
交
流
ら
の
抱
手

円L
滋
ら
れ
る
議
議
室

(
我
孫
3
4中
マ
)

市
立
中
学
校
的
中
で
最
高
一

，
的

5
3
0
人
的
卒
業
生
を
送
…

り

学

幸

子

中

で

は

、

」

発

会

式

で

撰

略
戦
災
唱
、
学
事
綴
後
、
卒
業
訟
一

て

明

暗

解

し

や

す

い

主

ヲ

苓

然

、

地

問

山

、

議

授

与

火

山

い

緩

い

て

一

行

わ

れ

一

吋

合

ぎ

な

た

を

い

っ

し

ょ

に

や

り

ま

機
織
を
駿
富
に
縫
い
、
予
m
H沼

一

と

そ

町

一

た

校

絞

式

辞

で

、

小

川

絞

殺

一

せ

ん

か

い

と

ム

録

勝

栄

子

さ

ん

(

両

県

}

ら

ゆ

市

総

辺

町

生

き

も

の

や

伝

石

、

血

漁

業

‘

綿

問

後

が

寸

温

か

い

心

と

ん

仏

い

心

一

向

的

な

が

な

た

愛

好

翁

4
人
が
ん
耳
目
H
を

土
裟
船
内
我
孫
子
的
文
化
告
待
て
た
λ

明
を
持
っ
て
、
た
く
ま
し
く
成
一
線
一
議
応
募
の
あ
っ
た
人
主
共
に
3

々

、

史

跡

、

手

賞

泊

浄

化

的

秘

策

な

ど

町

長

L
M税
け
よ
い
と
は
な
か
け
一
月
9
吾
、
中
央
公
民
館
磁
の
仮
紋
後
年

比
つ
い
て
掲
載
守
物
じ
第
一
牽
の
ぷ
4

欄
内
務
繋
を
殺
り
ま
し
た
。

察
知
惜
の
尚
品
加
と
生
い
た
ち
い
で
は
、
争
各
総
か
ら
導
的
た
よ
り
が
w
wせ
ら
れ
ニ
め
あ
在
、
表
校
生
十
代
淡
の
送
辞
を

終
滋
と
そ
の
周
辺
的
批
版
物
、
潟
、
魚
実
媛
、
一
る
こ
ろ
と
な
っ
た
3
同
月
間
門
口
、
我
孫
子
受
け
、
卒
業
金
代
淡
的
機
密
弘
一
滋
と

岡
地
虫
を
、

2
9
4枚
も
の
カ
ラ

1
写
然
一
市
町
公
京
中
惨
殺
6
校
で
本
議
決
が
叫
円
安
由
来
市
常
務
ん
が
「
3
年
間
学
ん
だ
こ

で

紹

介

し

て

い

ま

す

。

一

わ

れ

、

2
1
8
0
人
(
男
1
1
2
1
人
、
と
ホ
7
4
隙
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
潜
を
一
審

家
た
、
た
く
き
ん
コ
ラ
ム
附
酬
を
設
け
、
一
女
1
0
5
9
人
)

m

円
余
波
た
ち
が
巣
蕊
…
静
・
帯
ん
で
い
く
こ
と
を
替

吋
総
務
や
昆
虫
内
線
臨
機
内
仕
方
、
標
本
均
一
っ
て
い
き
ま
し
た
。
と
カ
滋
く
務
総
合
述
べ
ま
し
れ
~

作
り
方
い
ぷ
捕
を
近
〈
で
印
紙
務
寸
る
4

・n

法
い
吋
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
脅
絞
輸
慨
し
、
経

験
す
る
に
は
い
ぷ
d

終
協
同
本
が
き
れ

い
だ
っ
た
こ
ろ
い
「
線
開
噛
や
化
石
的
総

べ
方
い
守
ど
に
つ
い
て
も
す
繁
に
解
説

し
て
あ
り
、
小
・
中
然
食
に
と
っ
て
あ

ニ
的
械
で
も
、
〈
り
滋
し
綴
介
し

て
き
た
第
凶
泌
総
錨
四
回
男
申
か
り
サ

ミ
ッ
ト
一
級
孫
子
市
・
紛
銭
前
川
A

検
出
場
)

は
税
対
一
一
十
開
閥
、
二
十
紙
m
m
的
問
岡
山
憎

ま
で
あ
と
ニ
か
鰐
足
ら
ず
と
な
り
ま

し
hr、
キ
凶
酬
の
メ
イ
ン
行
犠
は
機
構
附

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

N

附榊
m
期
総
務
内
閣
世
相

紳

M
U

で
す
。
同
闘
際
化
投
金
と
よ
ば
れ

る
今
日
、
サ
旬
、
ち
ト
事
訴
務
総
体
が

綴
鮮
し
本
フ
と
す
る
捌
榊
闘
は
間
期
路
約

に
い
か
な
る
評
係
者
向
γ
え
ら
れ
る
か
、

こ
れ
が
緩
凶
躍
で
す
摩

と
め
…
磁
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め

に
は
、
す
で
に
昨
年
一
一
一
月
、
事
誌
の

討
議
が
我
孫
子
市
で
行
わ
れ
、
そ
め

内
情
骨
同
時
吋
相
判
孫
子
市
由
民
幅
削
減
」
十
一
-
一

号
い
い
叶
機
密
学
的
関
隊
倹
い
と
緩
し

て
報
告
さ
れ
て
い
ま
示
。
ニ
め
叫
的
協
閥

的
総
菜
作
い
つ
い
て
は
‘
悶
M

本
文
化
説
明

党
で
噛
菊
名
全
英
図
的
ケ
ン
ブ
リ
ソ
ジ

大
学
教
授
の

c
，
ブ
ラ
y
カ
i
k
山
院

か
ら

1
4
〈
後
興
味
あ
る
州
問
問
級
戦
・
に

糊
附
す
る
論
議
同
機
器
棚
閥
郊
に
関
し
て

学

成

新
学
識
に
小
学

5
s

中
市
教
育
婆
悶
科
会
が
餓
伶
し
て
砦
た
学

習
開
制
畿
、
ふ
る
さ
と
手
町
究
明
怖
い
〈
日
5
絞・

カ
ラ
!
綴
り
・
槌
ペ
ー
ジ
}
が
こ
の
ほ

ど
気
成
、
級
学
制
刷
閥
開
始
早
々
、
小
学
5
・

6
和
骨
抜
‘
中
救
母
一
に
配
付
beれ
ま
す
。

こ
の
単
制
脚
内
問
鐙
は
、
数
料
綴
料
、
学
期
開

す
る
こ
と
が
、
我
話
予
や
手
加
割
弱
で
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
調
べ
、

考
え
る
地
級
学
畿
の
事
考
爵
ー
と
し
又
創

作
き
れ
た
も
の
で
、
安
奈
川
惜
の
自
然

と
-
生
い
た
ち
@
4
T祭
沼
と
人

々
の
く
ら
し
③
一
手
相
純
情
刑
務
治

的
文
化
③
こ
れ
か
ら
の
手
前
貝

沼

め

a
号
機
で
構
成
。
見

、
中
学
金
に
配
付

一
得
が
明
治
人
的
柳
悶
を
生
か
す
第
二
的
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
に
と
っ
て
め
み
の
著
作
で
は

チ
ャ
ン
ス
丹
時
と
、
メ
ァ
セ
l
γ
を
機
シ
カ
ゴ
大
学
的
ぷ
旺
夜
思
想
市
民
総
書
な
く
、
中
間
協
・
ア
ジ
ア
に
も
火
事
な

せ
て
い
ま
す
倫
そ
し
て
第
一
一
的
関
様
化
会
」

(
T
b
ナ
ジ
タ
教
授
代
淡
)
は
、
問
問
賄
側
織
が
あ
る
と
和
問
機

L
て
い
ま
す
c

急
わ
め
て
立
派
な
綴
緩
い
と
め
採
掘
削
が
は
、
ト
ム
ケ
ヨ
の
そ
れ
で
は
な
く
、
穏
や
綴
酬
闘
間
内
を
一
表
代
で
紛
糾
酬
ず
る
に
は
、
そ
後
東
権
教
他
棋
を
は
じ
め
崖
仁
鏡
、

お
き
れ
た
告
官
僚
が
胤
け
ら
れ
て
い
ま
す
@
か
さ
を
も
っ
て
、
J
Pか
ら
。
盛
り
上
が
の
「
間
間
際
絵
ω

よ
り
「
普
通
燃
し
が
ふ
朴
投
開
制
‘
綴
育
成
、
金
再
築
、
片
茂

害
て
、
あ
と
二
か
月
に
せ
ま
勺
た
閥
る
こ
と
者
側
州
出
付
し
て
い
ま
す
n

さ
わ
し
く
斗
見
る
者
¥
機
〈
殺
し
と
「
目
見
ホ
各
氏
「
韓
国
)
と
ポ
!
?
ン
ド
か

熔
シ
ン
ポ
タ
ュ
ム
の
本
殺
を
的
問
に
、
海
開
問
と
く
未
園
内
包
本
市
民
学
議
、

c
・
ら
れ
る
者
色
寸
書
か
抗
る
お
」
が
内
で
も
ら
の
留
学
生
め
C
・
カ
ミ
ニ
ス
カ
京

外
を
は
ヒ
め
外
間
関
人
研
究
者
か
ら
通
グ
ラ
ッ
ク
ゑ
山
見
〈
3
口
、
/
ど
ア
大
和
教
外
で
も
結
ぼ
れ
た
想
像
力
を
も
っ
て
、
由
主
は
‘
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ナ
シ
タ
ナ

n
柳
滋
糊
胸
囲
問
的
関
際
性
坊
に
つ
い
て
、
食
疑
)
か
ら
は
4
m榊
聞
が
教
え
て
く
れ
る
務
聞
を
吋
総
h
v
L

こ
と
が
‘
淡
枠
内
に
お
リ
ゲ
〈
ム
を
越
え
た
ゅ
ん
位
戦
闘
肉
付
附
学
的
発

療
な
コ
メ
ン
ト
や
意
見
が
務
せ
ら
れ
て
こ
と
は
、
我
孫
子
的
地
均
史
に
お
け
る
い
て
火
切
で
あ
る
と
‘
怒
怒
約
哲
学
品
刷
機
合
、
声
を
間
同
じ
く
し
て
相
提
唱
し
て

い
ま
す

6

襲

、

戸

、

診

若

宮

〓

子

治

E
F
Z
;事
事

長

、

当

宮

内

パ

ネ

リ

?

と

悩
縄
開
脳
翻
灘
駅
滋
銀
瞭
繍
都
駅
剥
醐
謡
闘
凶
巌
軍
鶏
滋
硲
艶
滋
編
修
燃
潤
掛
潟
地
明
論
滋
税
務
総
噌
溜
鴻
繍
樹
矧
徽
袖
那
輔
副
却
し
て
予
定
し
て
い
る
、
ヨ
i
ロ
ァ
パ

欝
議
題
騒
騒
額
器
援
議
詩
鶴
銭
溺
鰭
箆
銭
観
題
懇
諮
鑓
議
議
銭
綴
の
代
表
的
守
主
化
研
究
者
の
J
-

rE梯
靖
圏
男
海
域
軍
曹
乏
を
象
隷
孫
寄
補
議
場
場
問
議
場
必

5

3
イ
ナ
!
喜
一
ド
イ
ツ
読
本
研

党
務
所
長
)
の
、
問
問
関
学
的
柏
村
後
者

い
ま
す

9

米
関
、
〆
々
シ
没
、
ポ
!
ラ
と
問
機
、
私
た
ち
に
燃
す
る
怠
た
ち
院
な
提
言
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
接
間
層
文
化
研
究
と
地
域
研
究
と
す
る

ン
ド
、
中
段
、
総
隊
な
ど
か
ら
十
数
泌
身
の
知
織
を
強
み
お
し
、
そ
し
て
抽
出
品
官
メ
キ
シ
コ
的
ハ
シ
ン
ト
教
授
か
ら
は
、
見
解
多
添
わ
せ
て
、
同
本
総
の
柳
底

的
リ
ボ
}
!
が
緩
い
て
い
ま
十
n

に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
札
の
知
機
ぶ
役
割
骨
に
属
す
る
メ
キ
シ
コ
で
近
一
代
研
究
者
(
制
時
間
見
知
刊
ツ
ナ
・
谷
町
健
一
-

布
絵
、
竹
内
神
殺
に
あ
る
槻
田
の
名
織
に
対
し
敬
窓
を
払
え
、
と
い
う
こ
と
化
が
す
す
め
ら
仇
て
い
る
遜
副
知
で
、
内
色
川
大
吉
)
的
約
惑
が
噛
み
A
V
っ
た

も
裁
ま
れ
た
日
総
戦
争
英
文
紀
合
隊
舎
で
あ
ろ
ヲ
い
「
糊
開
閉
め
出
し
た
議
事
内
最
蕊
に
息
づ
い
て
い
る
伊
統
的
な
イ
ン
デ
持
、
ぞ
れ
は
省
地
域
漁
筋
肉
火
切
さ

間
関
際
的
な
州
怖
い
口
市
で
紹
介
し
た
ぷ
代
化
は
、
綴
骨
格
や
陸
自
比
嘉
吉
縫
え
て
い
く
e

イ
オ
め
ぬ
域
文
化
を
い
か
に
一
再
生
し
て
が
、
学
際
的
に
も
、
争
以
伯
議
実
的
に

へ
の
挑
戦
l
!
機
関
紛
閥
均
的
議
選
L

的
後
を
見
習
い
‘
私
た
ち
も
人
々
の
凝
る
い
く
か
の
研
究
機
終
リ
ポ
ー
ト
が
綴
僚
も
、
医
際
品
削
減
鮮
で
盟
国
ら
れ
、
ぞ
れ

著
者
、

R
a
モ
i
ス
博
士
(
米
間
関
}
は
、
こ
と
に
耳
を
餓
け
、
後
ら
の
爾
に
数
滋
き
れ
て
い
ま
す
。
が
何
よ
り
崎
明
代
約
一
ア
!
?
で
あ
る
二

明
治
時
代
的
文
明
際
化
を
務
一
的
機
擦
を
払
お
う

φ

よ
り
よ
銭
円
俊
樹
骨
の
た
め
に
L

校
日
中
の
玉
数
女
由
民
〈
中
間
関
)
か
ら
と
が
時
械
部
即
さ
れ
る
で
し
ょ
う
縫

伐
と
し
、
我
代
は
第
一
…
の
そ
れ
で
あ
り
、
主
総
ば
れ
た
、
n
n
本
緩
め
手
紙
が
何
時
け
泌
総
選
の
晩
年
の
火
作
『
海
七
町
議
加
は
(
術
史
編
き
ん
綴
〉

た
属
好
会
t

粛
を
毅
一
蕗

餓
ホ
l
ん
で
我
孫
子
市
な
ぎ
な
た
関
川
貯

金
的
発
A

常
災
を
同
日
い
ま
し
た
。

品
開
会
式
に
は
、
古
河
務
部
ん
ら
が
稽
古

に
お
務
癒
し
て
い
る
燥
な
ぎ
な
た
漆
綴

拍
支
都
の
み
な
き
ん
も
駆
け
付
け
、
「
取

り
あ
え
ず
入
会
総
滋
教
に
稽
粛

を
見
て
も
ら
お
う
L

と
、
打
ち

込
み
機
街
、
掛
か
り
線
中
悶
‘
一
誌

で

警

な

ど

を

義

1

2
い日回

世
閣
の
な
ぎ
な
た
普
ば
き
に
、
入
品
湖

沼
義
務
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
σ

治
こ
の
あ
と
入
会
場
し
込
み
の

悦
受
け
付
け
が
科
目
わ
れ
ち
9
人
が

ロ
入
品
咋
ご
」
れ
か
ら
み
ん
な
で

級
機

会
こ

該
十
七

L
C
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4
n月
2
臼
か
ら
、
惑
は
銀
総
出
間
総
的
社
会
教
瞥
湘
榔
捕
時
物
館
係
か
ら
終
的
崎
博
物

淡
常
舶
を
行
い
ま
し
た
@
術
館
館
側
部
局
で
は
総
と
合
。
、
議
k
し
て
独
立
。
関
線
、

守
口
閥
的
飲
慾
件
、
、
市
民
参
い
捕
に
よ
る
コ
キ
緩
め
滋
常
に
向
け
、
体
抑
制
的
強
化
を

ミ
ュ
ニ
テ
ふ
く
り
、
苦
露
化
社
同
開
り
も
た
。

会
へ
の
対
応
、
務
総
公
開
阿
部
皮
肉
敵
陣
惑
な
お
、
新
設
終
世
帯
で
取
号
緩
う
殺
な

に
議
点
在
鐙
〈
と
と
も
い
い
、
山
内
部
管
理
磯
識
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

部
門
的
執
行
休
日
闘
の
強
化
、
事
務
的
効
@
コ
主
込
去
一
ナ
ィ
震
後
脇
町
組
織
(
ま

期
化
に
よ
る
市
民
サ
i
ど
ス
内
向
上
を
ち
づ
く
り
泌
総
会
)
的
育
成
、
線
総
会

開
9
ま
し
た
。
(
表
灘
駅
務
総
〉
関
係
、
集
会
議
設
〈
総
務
セ
ン
タ

i
な

ニ
れ
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
ワ
協
議
会
ど
〕
押
絵
設
及
び
維
持
後
然
、
住
居
表

的
育
成
や
汲
輪
開
炉
、
ン
タ
l
的
措
概
数
を
鐙
示
に
問
問
す
る
こ
、
戸
、

滋
し
て
い
た
、
会
側
線
コ
ミ
ヱ
ニ
テ
f
@
文
書
際
交
蜘
齢
、
絞
計
、
務
報
公
一
一
搬

出
開
が
、
手
、
、
ュ
ニ
テ
ィ
裁
と
し
て
挫
立
‘
に
附
附
す
る
こ
と
。

縁
日
制
を
ぬ
化
ω

瀦
栓
諮
問
で
は
、
総
盆
@
管
制
用
醐
融
公
有
財
産
持
管
綴
及
び
工

渓
が
高
齢
者
総
絞
綴
と
時
停
妥
結
国
仏
軍
噛
酬
に
富
市
一
生
守
の
入
札
、
終
約
等
に
衡
す
る
こ
と

分
総
し
、
よ
り
キ
メ
織
か
い
綴
栓
サ
!
@
ヱ
事
檎
査
室
ャ
ム
柑
構
内
検
査
に
鴻
す

ピ

ス

に

務

め

ま

す

。

る

こ

と

ま
た
、
教
育
務
総
金
事
務
局
で
は
、
@
高
齢
者
綴
総
線
高
齢
化
役
会
対
策

今
年
5
月
の
為
的
博
物
館
総
銭
に
舟
け
、
及
び
老
人
様
祉
に
泌
す
る
こ
と

♂ i鵠
昌立 2霊雪ま 2霊主持議 4 ガ
52i票日1i551塁!

i ijjjjj;jj3 
品V
脇
陣
審
議
設
際
身
体
:
心
身
壁
裏
、
ま
た
‘
護
協
議
室
革
に
よ
る
聯

絡
静
雄
時
総
省
等
に
問
闘
す
品
こ
と
秘
的
紛
繁
養
え
円
い
つ
い
て
は
、
右
袋
町

@
掬
紋
臨
時
総
幾
市
有
隷
築
物
的
設
計
、
と
お
り
明
、
少
。
来
庁
、
震
総
轄
の
努
は

防
相
告
、
営
繕
機
嫌
待
に
泌
す
る
こ
と
間
間
違
え
的
な
い
よ
ラ
お
畷
い
し
ま
す
。

出V
醐
縄
師
博
物
館
資
材
料
開
帆
築
、
保
管
、
次
開
酬
は
、
市
役
阪
の
し
く
み
と
佼
楽
、

剤
師
議
研
究
i

臨
時
泳
、
公
開
h
h
州
附
す
る
こ
者
総
尚
一
袋
内
図
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

と

ま

す

a
間
闘
終
幾
康
保
険
で
は
後
係
険
者
的
方

を
対
象
に
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
ま
、

寸

y
サ
ー
ジ
、
備
制
圧
の
費
用
の
一
総
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

ニ
的
都
議
は
、
餓
緩
め
線
終
増
進
を

閉
山
る
こ
と
を
際
的
別
に
実
施
し
て
い
母
子
。

V
対
象
者
次
め
Z
つ
の
婆
件
を
織
た

す
人

①
部
歳
以
上
問
滋
宋
滋
(
部
品
人
保
健
法

的
老
人
医
療
銭
湯
一
殺
を
除
く

J

内
…
闘
終

然
厳
保
険
H
世
田
開
設
教

@
耐
悶
問
問
幾
臨
峨
出
陣
倹
税
を
府
税
約
し
て
い
る

世
帯
に
開
摘
し
て
い
る
方

柑

v
鞠
照
方
法
市
役
所
間
闘
保
年
金
咽
院
に

被
保
険
者
組
拡
(
退
職
品
制
緩
擬
制
制
援
の
該

当
者
は
滋
総
被
保
険
者
蔽
)
と
印
緩
を

持
者
の
う
え
も
総
数
務
用
問
券
交
付
申
繍

僻
慨
を
後
出
し
て
く
だ
幸
い

a

勢
打
怒
れ
た
持
組
設
判
別
券
と
一
被
保
険
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我
譲
子
都
市
計
画
「
用
強

地
場
」
「
占
師
岡
草
地
区
」
を
変
要

我
孫
子
約
批
刷
協
財
閥
可
用
途
地
球
い
ぷ
向

都
市
針
滋
変
更
に
伴
う

波
地
区
」
が
下
表
的
と
お
り
変
更
、

u
d

L

e

r

建
築
制
制
緩
に

、
時
押
し
い
内
容
を
綴
叙
し
て
い
ま
す

「
雨
期
総
跡
地
域
ん
と
片
山
、
建
築
す
る
機
物
的
都
市
料
制
緩
め
変
更
に
持
い
ろ
潟
一
読
区

間
哨
途
に
制
糊
慌
が
か
か
る
地
域
、
吋
世
阿
波
柏
崎
域
で
は
総
裁
飢
餓
的
変
更
設
定
が
渦
組
問
地

阪
い
は
、

B
稿
、
泌
総
格
的
関
係
で
綾
部
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
基
準
時

物
に
抑
制
緩
が
か
か
る
地
援
で
す
。
〈
平
成
2
年
3
R
M
M
臼
ザ
に
お
け
る
蕊
存

V
務
指
針
簡
の
凝
縮
楠
我
孫
子
都
ト
明
市
計
建
築
物
及
川
V

糊
怖
に
工
事
中
的
線
終
物
に

綴
「
附
用
途
地
地
同
務
波
地
域
L

附
関
し
て
は
、
新
鳩
山
河
は
遊
間
出
し
ま
せ
ん
争

V
統
廃
良
平
成
na
部
3
m丹
野
諮
な
お
、
建
築
基
一
準
淡
的
経
定
に
よ
る

V
綴
驚
場
叫
隣
国
即
都
港
務
叫
副
総
統
及
び
統
一
骨
内
線
築
物
に
対
す
る
制
緩
め
緩
和

引
明
細
部
市
計
愉
幽
剖
酬
を
受
け
て
織
改
級
世
却
を
し
よ
フ
k
寸
る
設
拠
品
〈
だ
患
い

a

vm問
い
合
わ
せ
秘
術
糾
州
制
附
珊
臨
時
H
H
、
不
適
骨
綴
務
総
合
師
艇
を
作
成
し
、

V
陪
い
合
わ
せ
線
接
指
導
課

小町議一
J

堅
手
記
ケ
ワ
〉
艦
基
こ
議
場
設

合
併
発
刻
々
ま
2

軍
事
67
設相
E
L
議
員
五

対
象
は
公
共
下
水
遊
罷
苛
獣
一
議
外
の
熔
概



司
法
人
男
綾
純
潔
感
情
揖
鳳
紫

修
一
年
明
月
臼
、
後
鈴
番
号
、
滋
去

の
日
婦
人
大
学
へ
の
応
募
年
放
を
明
記
し
、

4nsn(本
、
端
情
印
世
情
効
)
ま
む
に
我

首
相
子
市
叩
新
鋭
泊
中
央
公
民
総
抗
措
人
大
学

問問へ
a

d

噌
雌
脚
人
大
学
市

mm零
細
闘
惜
品
業

平
成
2
都
度
か
ら
絡
し
く
公
民
総
緩
マ
申
L
込
品

臨
概
が
生
ま
れ
か
わ
り
ま
す
e

生
涯
学
期
闘
年
齢
、
電
総
番
号
、
議
総
名
を
明
記
Lも

の袖離れ
U

中
で
、
術
開
問
的
皆
様
の
纂
し
に

4
M月
G
U
(金
・
液
印
有
効
)
ま
で
に
我

役
立
つ
滞
緩
を
問
問
識
し
ま
す
の
で
ふ
る
孫
子
柘
朝
間
討
中
央
公
口
氏
館
、

っ

て

ご

応

募

〈

だ

準

い

毛

相

v
ご
泳
窓
申
し
込
み
は
1
人
2
議
庭

園

V

対
象
滋
内
在
住
的
対
(
お
子
縁
織
ま
で
で
す
。

3
講
経
以
上
申
し
込
ん
だ

れ

は

ど

遠

慮

〈

ど

き

い

ニ

ガ

M
M

央
績
と
な
れ
ソ
ま
す
。

V
場
所
中
央
公
開
問
帥
醐
マ
総
選
応
募
者
多
数
時
場
骨
は
議
選

ぺ
斗
寸
パ
斗
寸
寸
叶
J

1

3

ー

別

一

F
酬
明
一

F
出
朝
一

F

n
v
-
E

一
nuw
包

E

一
h
v
-
z

一

ハ
ν

川

側

一

川

州

一

川

州

M

2

謙

一

忽

議

-
a
w斌

A

6

6

人
後

3

3

成
型

邸
議
未
満
の
女
伎
で
2
年
開
山
出
席
で
き

る
方
“
お
子
縁
縫
れ
は
ご
波
線
今
、

V
学
習
内
議
命
令
あ
ザ
ニ
を
知
る
本
側
蹴

h
M

令
官
樹
く
・
結
納
す
学
習
也
事
一
帯
ら
ー
の
法

律
・
品
脇
浜
*
文
学
*
綴
判
官
本
女
性
的
生

善
命
村
山
*
歌
鋒
佼
・
-V(
車
総
紫
*
宿
治
時
期

修
*
線
外
学
習
ほ
か

V-
番
』
刷
幾
年
開
附
4
0
6
0
刻
。
た
ど

L
数
鎌
伎
摩
文
様
畿
策
費
、
中
愉
術
研
修

質
、
文
議
代
な
ど
の
負
制
税
は
町
四
事
詩
句

V
申
し
込
み
後
復
ハ
庁
キ
ぷ
住
索
、

学
ぶ
喜
が
と
心
的
ふ
れ
あ
い
を
求
め

て
学
期
闘
拡
番
線
し
ま
0
7
ん
か
。
出
ヤ
句
学

問
va分
ら
し
く
&
引
き
る
た
め
の
業
品
献
を

チ
ャ
ン
ス
で
す

a

wv
学
習
年
欄
蹴
2
年
開

V
学
習
日
念
品
に
本
経
日
{
例
月
に
2
3

3
問
闘
可
舟
場
一
持
参
内
院
も
あ
り
ま
す
“

習
場
所
中
央
公
民
館

世v
務
幾
人
践
的
名
〈
応
募
者
多
数
の

執
申
告
は
時
制
潔
〉

V
応
募
資
格
権
約
在
住
の
知
識
以
上

を
行
い
‘

4
n
u日
と
ろ
ま
で
に
通
知

し
事
す
診

o uF号

1邸なきめく者襲。あ実またも符tt始めてゐ絞tさ
んか。。突公民善意で!立、今年も41'苦から、ち

まざまな穣箆や学級を関設し2ます。さeliJ、eliJ

主主だも、新しし1君主界iこチャレンジし、学13(楽

し谷、人と入との出会いを通じて、より重量か

な主主分を創造してみZませんか。

問い合わせ:中央公民館まま(82)0615

巧型、岬vr (7) 1990. 4. 1 

普
か
ら
の
こ
と
b
在日い

J

ニ
つ
子
的

減
税
ま
で
も
い
と
か
、
相
怖
症
で
は
「
一
一
一

歳
ま
で
が
決
め
手
い
な
ど
、
子
ど
も
が

成
長
す
る
滋
叩
慨
に
お
い
て
、
一
日
一
裁
は
一

つ
の
献
即
時
闘
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

g

そ
こ
や
¥
こ
の
時
期
に
酬
明
子
で
め
リ

ズ
ム
滋
び
で
ス
キ
ン
シ
ソ
ブ
を
絡
め
、

集
団
の
中
で
の
我
が
子
的
中
世
争
ゑ
つ
め

・
な
が
ら
、
百
一
い
に
子
育
て
に
必
援
な
も

の
は
燃
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
・

1

V
場
療
中
由
党
公
民
館
ホ

i
ル

wv
募
線
人
員
火
綴
コ
!
ス
1
0
5
名、

金
曜

3
iス
部
名
{
応
募
者
多
数
的
場

合
は
抽
選
)

あ
ら
ゆ
る
可
能
殺
を
務
め
た
や
わ
ん

か
な
成
長
の
療
は
、
今
大
事
〈
ゆ
れ
よ

う
と
し
ご
い
ま
す
。
子
供
に
と
っ
て
閉

が
大
明
か
を
酬
明
白
身
、
一
段
闘
再
直
し
て

み
ま
せ
ん
か

E

開閉じ
1
年
生
を
も
っ
親

問
問
志
が
、
よ
い
友
達
ペ
ノ
〈
り
を
し
な
が

ら
、
お
互
い
に
時
十
ん
で
い
く
学
織
で
す
。

V
噌
務
内
容
本
子
供
の
む
を
よ
む
口

i
ル
プ
レ
イ
ン
グ
*
年
記
的
方
か
ら
学

ぶ
魚
銭
円
知
恵
、
子
供
の
し
つ
け
命
中
総

予
で
楽
し
む
仙
仲
裁
づ
く
り
‘
レ
タ
ワ
ぜ
ん

生
年
月
日
、
子
同
校
潟
、
希
望

3
1ス

を
明
記
し
、

4
n
e
B
(索
、
抽
出
向
印
有

V
応
募
後
絡
三
続
開
沌
(
閑
唱
和
則
年
4

効
)
ま
ぜ
に
我
孫
子
新
聞
誕
中
党
会
田
氏

n
z
gか
ら
給
率
4
四
月
1
日
掛
川
ま
れ
)
附
時
三
議
岡
山
相
晴
子
学
級
係
へ

4

司
王
議
出
品
綴
予
単
向
職
務
総

河

鹿

仰

純

明

矧
品
問

h
F

鴻

W
脱

却

高

z

um

ま

お

b-
輔
輯
予
で
ザ
ズ
ム
遊
び

ー
シ
ヲ
ン
*
心
事
絞
め
鈴
鹿
串
ほ
か

V
応
募
焚
絡
小
学
1
部
生
を
も
っ
貌

お
よ
び
裂
に
代
わ
る
何
時
議
殺
で
毎
回
出

席
℃
各
る
方
。
係
資
は
あ

ηま
せ
ん
が
、

幼
児
連
れ
で
も
参
加
で
為
げ
ま
す
。

V
募
集
人
員
帯
地
区
柏
名

V
品
世
加
幾
年
間
同
2
0
0
0
円
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@少年センター 84…1900
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..緩軍事総所 華道~t~君主主主主議選

..申し込み・鈍い合オコtt 警災晋

(87)合187C後〉

惨対象小学会年以上CRX;人CjJ)
b繕古8善寺 泊星雲8午車1i9H寺ら

砂稽E言語畢所 手要望沼i阪総資fl'館量重

草草

b申し込み・隠しミ主主わせ ハガキ

は住所、氏宅送、き1!fl'(ま幹線)、保護

者名、議選遺書量号設を線級し、 ヰ月初

日(徐〉霊堂でに滋松111の6W岸綴失

世 (82)2お(}へ

砂控華い合わ智 子宮E語体重著書室

次のき詐童保待望書でi革、五宣言軍事長の

子供だちを遊びゃ行事等専を殺して

望書悪事してくれるおな主主主5ていま攻。

傘ひかりクラブ〈桜木146む〉母(88)

湾総〈午後2G幸-5跨〉主または湾本

宮 (88)自01告〈夜持議〉へ
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砂8善寺 4同14Eヨ〈ニ仁〉午後O勝30

必要得、 守害事30分鰐言語
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重量会E警官正
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惨包害事 48298(祝〉午前9G苦露
会式
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検重量君臨草壁 1豪華20(配fIl(送車懇主主翼
線付脳号、とド・話器校生主総T∞Of号〉

b申し込み・控普い合わせハガキ
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事事2の2SO5竹越爽堅皇官(84)校関

事ざ令ンター事務局器(88)2200へ
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滋!際世機Cご燦島幸いだだ務、総縁

者をもって勤務や総議事在宅することが

要員で1立中小会議告の凝集者撃のみ

なさんの総合fおそi援護主ぜる絞め、
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ヤットのE害総ガおりまし足。
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